



Transfiguration of psychological attitude to the university
by community contribution program (2):

















Propose of this study is explain the transfiguration of psychological attitude to the
university by participating to the community contribution program of the university by sports
and recreation. In particular, focus on participation experience in sports and recreation
program. The community contribution program of the university by sports and recreation
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programs was executed the program for elementary school students. And examined a
questionnaire survey to parents of children who participated in concerned program. The
questionnaire was given twice, pre-test and post-test, to parents of children who had
participated the program for elementary school students.
As a result, significant increase in evaluation of the university were verified. Addition, It
was explained that those with more participation experience had significantly higher
evaluations for the university. From the above, by repeatedly participating in the program, it

























東海学園大学紀要 第 23 号2
図 1 地域貢献活動がもたらす心理的態度の変容（井澤 , 2016）






































ついては、pre が 2017 年 8 月 7 日（月）から 2017 年 8 月 18 日（金）の 12 日間、post は 2017 年























































表 2は対象者の属性を示したものである。回答者の約 80％が女性（母親）であり、主に 30 歳代
と 40 歳代で構成されている。みよし市での居住年数は平均で 11.1 年（標準偏差：8.2）であり、











表 4は、大学に対する愛着心の構造を示したものである。先行研究（Heere et al.,2007）を参考
に、pre・post それぞれで尺度の内的整合性を確認するために、クロンバックのα係数を算出し

















を算出した。結果、第 1因子「心理的繋がり」では、αpre＝ .922、αpost＝ .877、第 2因子「サー
ビス」では、αpre＝ .879、αpost＝ .866、第 3因子「リーダーシップ」では、αpre＝ .827、αpost
＝ .835、第 4因子「労働・学習環境」では、αpre＝ .868、αpost＝ .882、最後に第 5因子「社会
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表 5 大学に対する愛着心の比較
表 6 大学に対する評価






加者よりも高い評価を示し、pre よりも post において高い値を示す結果であった（調査時期の主
効果：心理的繋がり：F(1，36)＝ 5.42，p ＜.05，サービス：F(1，36)＝ 5.14，p ＜.05，リーダー
シップ：F(1，36)＝ 5.86，p ＜.05，労働・学習環境：F(1，36)＝ 10.27，p ＜.01，参加経験の有
無の主効果：心理的繋がり：F(1，36)＝ 4.69，p ＜.05，サービス：F(1，36)＝ 4.67，p ＜.05，
リーダーシップ：F(1，36)＝ 7.12，p ＜.05，労働・学習環境：F(1，36)＝ 7.87，p ＜.01）。加え
て、上記 4因子すべてにおいて、調査時期と参加経験の有無の交互作用は認められなかった（調
査時期×参加経験の有無の交互作用：心理的繋がり：F(1，36)＝ 1.58，n.s.，サービス：F(1，36)
＝ 2.36，n.s.，リーダーシップ：F(1，36)＝ 0.19，n.s.，労働・学習環境：F(1，36)＝ 0.36，n.
s.）。「社会的・環境的責任」では、参加経験の有無による主効果は認められたものの、調査時期の
主効果、および調査時期と参加経験の有無の交互作用は認められなかった（参加経験の有無の主
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